
Log4jを使用したロギング

あなたが Javaアプリケーションで Log4jを使用してログを取る方法について尋ねているようです。おそらく
「Log4jロギング」を指しているのだと思います。それでは、基本的な設定方法と効果的に使用する方法につい
て案内します。
Log4jは、Java用の人気のあるロギングフレームワークで、異なるレベル（DEBUG、INFO、WARN、ERRORな
ど）でメッセージをコンソール、ファイルなどのさまざまな出力先にログに記録することができます。以下
に、始めるためのステップバイステップのガイドを示します。

1.プロジェクトに Log4jを追加する

Mavenを使用している場合、pom.xmlに次の依存関係を追加します：

<dependency>

<groupId>org.apache.logging.log4j</groupId>

<artifactId>log4j-core</artifactId>

<version>2.23.1</version> <!-- 最新バージョンを確認してください -->

</dependency>

<dependency>

<groupId>org.apache.logging.log4j</groupId>

<artifactId>log4j-api</artifactId>

<version>2.23.1</version>

</dependency>

Gradleを使用している場合、次のように追加します：

implementation 'org.apache.logging.log4j:log4j-core:2.23.1'

implementation 'org.apache.logging.log4j:log4j-api:2.23.1'

2. Log4jの設定

Log4jがログをどのように処理するかを指示するための設定ファイルが必要です。src/main/resourcesディ
レクトリに log4j2.xml（または log4j2.properties）という名前のファイルを作成します。以下は、簡単な
log4j2.xmlの例です：

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>

<Configuration status="WARN">

<Appenders>

<!-- コンソール出力 -->

<Console name="Console" target="SYSTEM_OUT">
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<PatternLayout pattern="%d{yyyy-MM-dd HH:mm:ss} %-5p %c{1}:%L - %m%n" />

</Console>

<!-- ファイル出力 -->

<File name="File" fileName="logs/app.log">

<PatternLayout pattern="%d{yyyy-MM-dd HH:mm:ss} %-5p %c{1}:%L - %m%n" />

</File>

</Appenders>

<Loggers>

<Root level="info">

<AppenderRef ref="Console" />

<AppenderRef ref="File" />

</Root>

</Loggers>

</Configuration>

この設定は、タイムスタンプ、ログレベル、クラス名、行番号、メッセージを含むコンソールとファイル
（logs/app.log）にログを出力します。

3. Javaコードで Log4jを使用する

Javaクラスで Log4jをインポートし、ロガーのインスタンスを作成します。以下は例です：

import org.apache.logging.log4j.LogManager;

import org.apache.logging.log4j.Logger;

public class MyApp {

private static final Logger logger = LogManager.getLogger(MyApp.class);

public static void main(String[] args) {

logger.debug(" これはデバッグメッセージです");

logger.info(" アプリケーションが正常に開始されました");

logger.warn(" これは警告です");

logger.error(" エラーが発生しました", new Exception(" サンプル例外"));

}

}

4.アプリケーションを実行する

このコードを実行すると、コンソールと logs/app.logファイル（ディレクトリが存在する場合）に出力が表
示されます。設定ファイルの level="info"設定に基づいてログレベルがフィルタリングされます—DEBUGは
表示されないので、level="debug"に変更する必要があります。
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主なポイント

• ログレベル：詳細なトラブルシューティングには debugを、一般的な更新には infoを、潜在的な問題
には warnを、失敗には errorを使用します。
• 設定の柔軟性：レイアウトをカスタマイズし、ローリングファイルアペンダーを追加するか、ログをリ
モートシステムに送信することもできます—詳細については Log4jのドキュメントを参照してください。
• パフォーマンス：Log4j 2は Log4j 1.xよりも高速なので、最新バージョンを使用するようにしてくださ
い。

特定の設定（ウェブアプリや異なる言語など）を使用している場合は、教えてください。さらに詳細な情報が
必要な場合は、お知らせください！
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